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研究成果の概要（和文）：日本語の自動詞・他動詞・受身の選択は日本語学習者にとって習得が困難な項目の一つであ
る。そこで本研究では日本語母語話者と英語・中国語・韓国語・ウズベク語・マレー語・クメール語を母語とする日本
語学習者の選択傾向を比較した。その結果、母語話者は動作主の介在を強く認識しなければ他動詞を選択しにくいのに
対し、学習者は動作主の存在を感じれば他動詞または受身を選択しやすいことを指摘した。また、学習者は「火災で家
が焼けた」のように自然力による被害を表す場合や「さあ、肉が焼けたよ」のように人為による対象の変化を表す場合
、上級になっても受身や他動詞を選択しやすく、母語話者のようには自動詞が使えないことを指摘した。

研究成果の概要（英文）：The correct use of intransitive, transitive, and passive sentences is difficult 
for L2 learners of Japanese. In this project, we compare the tendency of selections by native Japanese 
speakers and Japanese learners of English, Chinese, Korean, Uzbek, Melayu, Khmer native speakers. The 
results of a survey suggest that native Japanese speakers generally abstain from selecting transitive 
sentences if they are not strongly aware of the existence of an agent. On the other hand, learners of 
Japanese tend to select transitive sentences or passive sentences if they are conscious of the existence 
of an agent. Moreover, the results shows, that in events where damage is expressed by natural forces 
(e.g. “Kasai de ie ga yaketa”) or human-induced change to the (semantic role of) theme (e.g. “Sa, niku 
ga yaketa yo”), native Japanese speakers tend to select intransitive sentences, whereas learners of 
Japanese tend to select passive sentences.

研究分野：人文学
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１．研究開始当初の背景 
 日本語学習者にとって有対動詞の自動詞、
他動詞、受身の選択が困難であることは、守
屋（1994）、小林（1996）、中村（2002）、曾
（2012）など多くの先行研究で論じられ、例
文①②のように母語話者なら自動詞を使う
場合に、学習者は他動詞や受身を使いがちで
あることが指摘されている。 
 ①??さあ、今日の夕食のメニューを決めた
よ。（→が決まった） 

 ②??風で窓が開けられた。（→開いた） 
 しかし、先行研究では日本語では人為的行
為であっても「ナル的」に自動詞が使われや
すいことや、学習者の誤用には母語の影響が
ありそうだということが大まかに示唆され
るにとどまり、各動詞の文法的性質や母語の
文法的特徴について踏み込んだ分析をする
には至っていなかった。そのため、日本語教
育の観点から母語別・習得レベル別に自動詞、
他動詞、受身の選択傾向を明らかにする必要
があった。 
 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では日本語学習者にとって習得が
困難であるとされる有対動詞の自動詞、他
動詞、受身の選択傾向の違いと「その要因
を明らかにすることにより、日本語の文法
指導に貢献することを目的とする。 
 
(2)現在の第二言語習得研究では、母語の影
響は第二言語習得の重要な要因の一つであ
る と 考 え ら れ て お り （ Odlin,1989; 
Lghtbown & Spada,2006）、転移の選択性を
説明することが、第二言語習得のメカニズ
ム解明に不可欠である。本研究は中国語、
韓国語、英語、ウズベク語、クメール語、
マレー語という６つの母語話者の自動詞、
他動詞、受身身の選択基準を比較すること
により、母語転移の現れやすい項目とそう
でない項目の特徴の違いを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では日本語学習者の自動詞、他動詞、
受身の選択傾向の違いを明らかにし、日本語
の文法指導に貢献するために次の研究方法
をとった。 
 
(1）まず、下の①～④のような自動詞、他動
詞、受身の選択に関するアンケート項目を
60 問作成し、日本語母語話者にアンケート
調査を行った。これにより、母語話者の自
動詞、他動詞、受身の選択傾向を明らかに
し、その選択基準（文法的、語用論的条件）
を分析した。 
 ①さあ、今日の夕食のメニュー（が/を）（決
まった/決めた/決められた）よ。 

 ②風でドア（が/を）バタンと（開いた/開
けた/開けられた）。 

 ③もう授業（が/を）（始まって/始めて/始
められて）いるから急ごう。 

 ④コーヒーにミルク（が/を）（入って/入
れて/入れられて）飲む。 

 
(2) 次に、同じアンケートを使って日本語学
習者（中国語、韓国語、中朝バイリンガル、
英語、ウズベク語、クメール語、マレー語
の各話者）の自動詞、他動詞、受身の選択
傾向を明らかにした。 
 
(3) 次に、このアンケートを被験者の母語
（中国語、韓国語、英語、ウズベク語、ク
メール語、マレー語）に翻訳したものを作
成し、各被験者に実施した。 
 
(4) 日本語学習者の場合、上の(2)と(3)の集
計結果を突き合わせ、母語転移の有無を分
析した。その際、各言語話者ごとに習得レ
ベル別（N1,N2,N3）の変化を見ることによ
り、各語話者それぞれの特徴の違いを分析
した。 
 
(5) 以上の結果、日本語学習者の母語別・習
得レベル別の自動詞、他動詞、受身の選択
傾向の違いを明らかにし、日本語教育上問
題となる点について考察した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では日本語母語話者および日本語
学習者（中国語、韓国語、中朝バイリンガル、
英語、ウズベク語、クメール語、マレー語の
各話者）の自動詞、他動詞、受身の選択につ
いて調査し、それぞれ選択傾向の違いがある
ことを明らかにした。 
 母語別の比較では、例えば次の図のように
各アンケート項目ごとに自動詞、他動詞、受
身の選択傾向の違いを比較し、日本語母語話
者とのずれを比較・分析した。 

 
 その結果、日本語母語話者は「電池が切れ
て時計が止まった」のような自発性の高い場
合だけでなく、「風でドアが開いた」のよう
な風・光・熱などの自然力による作用の場合
にも自動詞が選択されやすいのに対し、中国
語母語話者や韓国語母語話者などは、自発性
の高い場合は自動詞の選択率が 100％近くに
なるものの、自然力による作用の場合は受身
の選択率が高まることを明らかにした。また、



日本語母語話者は、人為的作用であっても
「さあ、夕食のメニューが決まったよ」のよ
うに自動詞を選択しやすいのに対し、日本語
学習者は「さあ、夕食のメニューを決めたよ」
のように他動詞を選択しやすいことなどを
明らかにした。日本語母語話者はたとえ人為
的作用であっても行為の目的や動作主の責
任を感じないと他動詞を選択しにくいので
ある。これに対し、日本語学習者は自然作用
＝自動詞、動作主の意志的行為＝他動詞、被
害＝受身というかなり単純な基準で選択し
ていることを明らかにした。 
 さらに中国語話者・英語話者・マレー語話
者・クメール語話者は相対的に日本語母語話
者とのずれが大きく、韓国語話者とウズベク
語話者は相対的に日本語母語話者とのずれ
が小さいことを明らかにした。ただし、ウズ
ベク語話者はかなり日本語母語話者の感覚
に近いのに対し、韓国語話者の場合は、特に
自然作用を表す場合に受身を過剰使用する
傾向があることを指摘した。また、中朝バイ
リンガルの学習者は、中国語話者と韓国語話
者の中間的な選択傾向を示すことも指摘し
た。 
 それから、各言語話者の習得レベル別選択
傾向については、次の図のように母語の自動
詞表現、他動詞表現、受身表現の選択傾向と
比較しながら分析した。その結果、大体にお
いて、習得レベルが低いと母語での選択に近
い反応を示すが、習得段階が高くなると日本
語母語話者に近い反応を示す傾向があるこ
とを明らかにした。ただし、アンケート項目
によって、初めから日本語母語話者に近い反
応を示すものもあれば、なかなか日本語母語
話者のような反応にはならないものもあり、
母語によって日本語教育上力を入れて教え
る部分とそうでない部分があることを指摘
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 本研究によって、これまであまり詳細に分
析されてこなかった母語別・習得レベル別の
選択傾向が明らかとなった。しかし、これら
については、まだおおまかな傾向が明らかに
なったにすぎず、本研究を踏まえて今後さら
に選択傾向の要因を追究する必要がある。 
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